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４つの研究開発⽬標（令和元年度プロジェクト開始）

１ コンソーシアム体制の確⽴
２ 地域課題解決型授業の実施
３ 地域公共政策⼠の養成
４ 学校ボランティアクラブの設置



１ コンソーシアム体制の確⽴

⇒コンソーシアム体制の充実
①運営指導委員会の設置
② コンソーシアム会議の設置
③ カリキュラム開発等専⾨家の配置
④ 地域協働学習実施⽀援員の配置
⑤ 地域協働推進室の設置
外部の応援団と校内担当の組織化

２ 地域課題解決型授業の実施

⇒部活動化の実現 ①⽣徒実⾏部の設置

４ 学校ボランティアクラブの設置

⇒地域課題解決型授業の充実
① 3年間の系統的授業の確⽴
② 学校設定科⽬（2・3年次）の活⽤
③ 課題研究（18ゼミ）の実施
④ ⽣徒の成⻑（変容）
＊じぶんごと化 81.5％（⽣徒アンケートより）

「地域諸課題に当事者意識を持った⽣徒」
⑤ 教員の意識の変化
＊教員個⼈のつながりによる連携⇒コンソーシアムの活⽤



（地域商店街“商いリサーチⅠ”）

（地域企業“商いリサーチⅡ”）

（向島とアフリカをつなぐプロジェクト）

（伏見区役所深草支所外国人再誘致提案会）

（生徒が作成した英語・中国
語・日本語の企画書）

（地元野菜を使った商品開発）



カリキュラム開発等専⾨家の配置
特定⾮営利法⼈グローカル⼈材開発センター代表理事 ⾏元 沙弥 様

「外部の専⾨家」視点の必要性
事例（２年⽣起業創造科「企業内起業」プロジェクト）

連携の企画・実施⽀援・授業評価等の⽀援体制



地域協働学習実施⽀援員の配置（週２回）
「コーディネート」専⾨家の必要性

事例（３年⽣課題研究「各種プロジェクト」）

テーマに最適な⼈、企業、地域との連携体制

地域協働学習実施⽀援員の役割について
伏⾒いきいき市⺠活動センター⻑ 三⽊ 俊和 様より報告
① まちづくりやビジネス的な取り組みをしているねらいに合致した⽅をつなぐ
② 教員の授業設計上のねらいを理解し、地域との交わり⽅を考える
③ 地域の⽅々と出会い、丁稚奉公と地域連携の違いを地域の⽅と整理する



地域協働推進室の設置 地域協働推進担当教員

「校内のつなぎ役」担当教員の重要性
事例（連絡会議による情報共有・授業担当者のサポート）

学 校
地 域

教員

つなぐ

地域協働推進室
担当教員

コンソーシアム体制による応援
地域協働学習
実施⽀援員



（成果）コンソーシアム体制・地域課題解決型授業の充実
⇒⽣徒の成⻑（変容）・教員の意識の変化

（研究指定前）教員個⼈のつながりによる連携授業設計

コンソーシアム体制の応援による連携授業設計

（課題）事業終了後の地域とつながり
続ける持続可能な仕組み設計



💙 主体的に学び考える⼒
💙 多様な⼈とつながる⼒ 💙 新たな価値を⽣み出す⼒

社会が⼤きく変化するこれからの時代に求められる⼒

地域とつながる学びの仕組みの必要性と継続性
⇒外部の専⾨家・専⾨機関によるサポートが⼤切

簿記
貸借対照表の作成

教室での学び（知識・技術） 地域社会とのつながる学び


